
※対象者は、平戸市に住民登録をしており、４月１日現在 75歳以上の条件を満たす者
※利用率は、交付額における利用額の割合を表したもの（ただし、額の掲載なし）
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ここに注目!ここに注目!ここに注目!平戸市では副食費（おかず代）も無償化する方針

捕獲報奨金の単価が変更

申請率と利用率の向上に向け、さらなる周知徹底を !
国の幼児教育・保育無償化の概要
 子育て世代を社会全体で支えることを目的として、令和元年10月１日から、幼稚園、保育所、
認定こども園等の利用料が、３～５歳児については全て、０～２歳児については、市民税非課税
世帯で無償化（無料）となる。ただし、副食費（4,500円程度）は対象外。

委員会での審査
　国の指針では、副食費については、保護者が負担することに
なるため、実質的に負担増となる保護者も出てくるのではない
か。市の今後の対応は。
　市では、これまでも国に先行した保育料軽減などの子育て支援に取り組んでおり、今回の
国の幼児教育・保育無償化事業にあわせ、幼稚園、保育所、認定こども園の副食費も無償化
する方針である。

※ 副食費の無償化に関する補正予算等は、９月定例会で上程される予定です。

幼児教育・保育無償化事業

有害鳥獣被害防止対策事業

令和元年６月定例会（６月３日～６月20日）

高齢者いきいきおでかけ支援事業

高齢者いきいきおでかけ支援事業とは
　平戸市では、在宅の高齢者（※75歳以上の人）または70歳以上75歳未満で運転免許証を自
主返納した人に対して、外出の機会と社会参加の増加を目的に、平成30年６月１日から、バ
ス、コミュニティバス、タクシー、介護タクシー、フェリー、松浦鉄道（ＭＲ）、高島航路
を利用して移動する際の料金の一部をいきいきおでかけ券で助成しています。

○いきいきおでかけ券（※１年に１回交付。１回の乗車（乗船）につき500円まで利用可）
　基本券　５，０００円分（100円券×50枚）
　加算券　１，０００円分（100円券×10枚）
　　※加算券は下記に該当する人に交付します。
　　　1．離島在住者（大島・度島・高島）
　　　2．老人クラブ、いきいきサロン、通いの場に加入している人

委員会での審査
　　　いきいきおでかけ券の申請率と利用率が低い（下記一覧表参照）。今後の取り組みは。
　　　現在、アンケート調査を実施しており、調査の結果を十分に分析し、より使い勝手のよ
　　い事業となるよう改善し、事業の拡充を図りたい。
　　　どのように周知していくのか。
　　　広報紙や老人クラブなどの各種団体を通じ、いきいきおでかけ券の活用方法や代理申請の
　　在り方などの事業内容について、さらなる周知徹底に努めたい。
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5,000円
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意 見 書
30人以下学級の実現と義務教育費国庫
負担制度の堅持を求める意見書（要約）

可決
　住議員が20年表彰を受賞
　全国市議会議長会より、　住威三美議員
が議員在職20年以上の表彰を受けました。

　地方教育行政の実情を十分認識され、地方自治体が
計画的に教育行政を進めることができるようにするた
めの措置を講じられるよう強く要請します。
　令和元年６月20日　　
　　　　　　　　　　　　　　長 崎 県 平 戸 市 議 会
　（提出先）
　内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣
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■高齢者いきいきおでかけ支援事業（平成30年度実績）
 【申請人数および利用状況】 （単位：人、％）

合　　計

区　分 （～平成29年度）

イノシシ成獣

イノシシ幼獣
アライグマ等

13,000円

7,600円
1,000円
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